
３
月
定
例
市
議
会
が
、
２

月
２
９
日
に
開
会
に
な
り
ま

す
。
提
案
さ
れ
て
い
る
主
な

議
案
と
平
成
２
０
年
か
ら
３

年
間
の
総
合
振
興
計
画
実
施

計
画
に
盛
り
込
ま
れ
た
重
要

な
市
民
要
望
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
条
例
案
で
は
、
①
新

た
に
双
柳
公
民
館
が
建
設
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
公
民
館
設

置
条
例
②
６
５
才
以
上
の
介

護
保
険
第
一
号
被
保
険
者
の

保
険
料
を
２
０
年
度
も
１
９

年
度
と
同
様
の
激
変
緩
和
措

置
を
と
る
こ
と
③
地
方
公
務

員
の
育
児
休
業
法
の
改
正
で
、

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
子
を

持
つ
職
員
が
短
時
間
勤
務
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
も
の
。

新
年
度
予
算
の
特
徴
は
、

飯
能
市
土
地
開
発
公
社
が
か

か
え
て
い
る
借
金
（
総
額
約

５
９
億
円
、
阿
須
山
中
１
９

億
円
、
山
手
町
用
地
２
２
億

円
な
ど
）
の
利
率
が
上
が
っ

て
い
る
た
め
、
山
手
町
用
地

取
得
基
金
約
１
７
億
円
（
１

９
年
度
末
）
と
廃
棄
物
処
理

施
設
整
備
基
金
約
２
８
億
円

を
貸
付
け
る
こ
と
が
提
案
さ

れ
て
い
ま
す
。

新
た
な
負
担
押
し
つ
け

が
さ
ら
に
市
民
生
活
に
影
響

す
る
も
の
で
は
、
今
年
４
月

実
施
の
７
５
才
以
上
「
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
」
を
支
え

る
た
め
の
支
援
金
の
負
担
増

な
ど
で
国
保
税
の
値
上
げ
が

提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
新
年
度
予
算
案
で
は
、

一
般
会
計
は
前
年
度
と
ほ
ぼ

同
規
模
の
２
３
６
億
円
で
す

が
、
主
な
施
策
と
し
て
こ
の

間
要
望
し
て
き
た
、
妊
婦
の

無
料
健
診
が
２
回
か
ら
５
回

実
施
へ
、
臨
時
保
育
士
（
正

規
職
員
と
同
一
労
働
の
臨
時

保
育
士
）
の
待
遇
改
善
な
ど

が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
総
合
振
興
計
画

実
施
計
画
で
は
２
０
年
度
、

山
間
地
域
の
難
視
聴
解
消
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
策
、
新

図
書
館
基
本
計
画
策
定
、
名

栗
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

（
２
０
～
２
１
年
）
、
２
１

年
度
は
、
双
柳
児
童
ク
ラ
ブ

整
備
、
元
加
治
駅
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
設
置
な
ど
が
計
画
に
の

り
ま
し
た
。

強
ま
る
国
の
統
制

ま
た
議
案
に
は
、
公
的
資

金
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
と

し
て
、
６
％
以
上
の
高
い
利

率
の
資
金
を
補
正
予
算
で
２

７
件
１
２
億
円
、
２
０
年
度

当
初
で
２
５
件
７
億
円
を
借

り
換
え
る
計
画
で
す
。
た
だ

し
、
繰
上
償
還
を
認
め
る
た

め
の
条
件
と
し
て
、
徹
底
し

た
人
件
費
削
減
、
料
金
値
上

げ
な
ど
を
内
容
と
す
る
財
政

健
全
化
計
画
ま
た
は
公
営
企

業
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昨
年
成
立
し
た
地
方
財
政

健
全
化
法
に
よ
る
自
治
体
へ

の
締
め
付
け
が
強
ま
る
な
か

で
、
党
市
議
団
は
市
民
本
位

の
市
政
め
ざ
し
て
、
全
力
で

頑
張
り
ま
す
。

３
月
６
日
（
木
）
14
・
20
～

滝
沢

修

●
区
画
整
理
①
第
二
回
住
民

説
明
会
の
目
的
②
今
後
の
進

め
方
と
問
題
点
③
事
業
継
続

区
域
の
７
６
条
規
制
④
雨
水

排
水
計
画
を
具
体
的
に
⑤
阿

須
小
久
保
線
、
阿
須
地
内
の

状
況
と
今
後
の
進
め
方
●
下

水
道
事
業
経
営
改
革
プ
ラ
ン

●
学
童
ク
ラ
ブ
、
大
規
模
解

消
に
向
け
て
●
奥
む
さ
し
駅

伝
に
つ
い
て

３
月
７
日
（
金
）
11
・
10
～

山
田

利
子

●
福
祉
問
題
①
第
３
子
の
保

育
料
を
無
料
に
②
乳
幼
児
医

療
費
無
料
化
の
年
令
拡
大
を

③
要
介
護
認
定
者
に
障
害
者

控
除
認
定
書
の
直
接
送
付
を

●
商
店
街
振
興
①
中
心
市
街

地
の
活
性
化
に
向
け
た
庁
内

検
討
委
員
会
の
現
状
と
今
後

の
方
向
性
②
県
の
「
地
域
商

業
貢
献
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
」
に
沿
っ
た
大
型
店
、

チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
に
協
力
・

参
加
を
③
空
き
店
舗
を
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
や
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
な
ど
に
活
用
を
④
観
光

案
内
所
の
機
能
と
位
置
づ
け

３
月
７
日
（
金
）
14
：
20
～

金
子

敏
江

●
指
定
管
理
者
問
題
①
「
さ

わ
ら
び
の
湯
」
指
定
管
理
者

制
度
導
入
で
教
訓
と
す
べ
き

今
後
の
課
題
は
何
か
②
今
後

の
新
た
な
指
定
管
理
者
制
度

導
入
に
あ
た
っ
て
、
個
々
の

公
の
施
設
の
特
性
を
ふ
ま
え

た
市
独
自
の
判
断
を
③
す
で

に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
て
い
る
施
設
の
再
指
定
に

つ
い
て
の
市
の
考
え
方
に
つ

い
て
●
開
発
問
題
①
都
市
再

生
機
構
と
交
わ
し
た
「
覚
え

書
き
」
の
内
容
②
飯
能
大
河

原
地
区
の
土
地
利
用
と
財
政

③
大
街
区
へ
の
企
業
誘
致
に

つ
い
て
。
具
体
的
な
構
想
と

将
来
的
見
通
し
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。
平
成

２
５
年
度
ま
で
の
周
辺
整
備

は
ど
こ
ま
で
考
え
て
い
る
の

か
。
ど
の
よ
う
な
業
種
の
企

業
を
誘
致
し
よ
う
と
し
て
い

る
の
か
④
都
市
再
生
機
構
が

飯
能
市
に
無
償
譲
渡
す
る
経

過
と
理
由
に
つ
い
て
⑤
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
美
杉
台
地

内
を
通
過
す
る
車
両
規
制
の

検
討
に
つ
い
て
●
多
重
債
務

者
の
生
活
再
建
に
む
け
た
市

の
積
極
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
①
直
通
相
談
窓
口
の
設

置
を
②
庁
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
多
重
債
務
者
の
把
握
と
支

援
体
制
の
構
築
を

３
月
１
０
日
（
月
）
10
～

新
井

巧

●
地
方
財
政
健
全
化
法
に
よ

る
飯
能
市
財
政
と
市
民
生
活

へ
の
影
響
に
つ
い
て
●
①
公

立
病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
飯

能
市
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン
に

つ
い
て
②
飯
能
市
立
病
院
と

地
域
医
療
●
給
食
問
題
①
小

規
模
校
の
給
食
室
統
廃
合
問

題
②
民
間
委
託
の
問
題

「
酒
税
は
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
対
策
の
目

的
税
で
は
な
く
、

た
ば
こ
税
も
肺
が

ん
対
策
目
的
税
で

は
な
い
。
…
税
制

は
一
般
財
源
に
す

る
の
が
基
本
で
は

な
い
か
」
。
道
路

特
定
財
源
の
異
常

さ
を
指
摘
し
た
共

産
党
の
吉
井
英
勝
議
員
の
質

問
で
す
。
な
る
ほ
ど
と
思
い

ま
す
。
「
良
い
表
現
だ
な
、

国
民
に
も
わ
か
り
や
す
い
な

と
思
い
ま
し
た
」
と
キ
ャ
ス

タ
ー
の
愛
川
欽
也
さ
ん
が
ほ

め
て
い
た
の
も
わ
か
り
ま
す

▼
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン
の

建
設
に
は
一
兆
四
千
億
円
も

の
巨
費
が
投
じ
ら
れ
た
と
い

い
ま
す
。
共
産
党
の
笠
井
亮

議
員
に
「
成
功
し
た
と
思
う

か
」
と
追
及
さ
れ
た
福
田
首

相
、
冬
柴
国
交
相
は
「
事
態

は
厳
し
く
認
識
し
て
い
る
」

「
猛
省
し
て
い
る
」
と
失
敗

を
認
め
ま
し
た
。
な
に
し
ろ

全
国
一
の
大
赤
字
路
線
な
の

で
す
か
ら
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
さ
ら
に
六
本
も
の
巨
大
横

断
道
路
を
つ
く
る
と
い
う
の

で
す
。
道
路
特
定
財
源
に
業

界
と
天
下
り
官
僚
が
む
ら
が

り
、
そ
れ
が
政
治
資
金
と
し

て
自
民
党
に
還
流
す
る
仕
組

み
を
な
ん
と
し
て
も
維
持
し

た
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
。
ふ
ざ
け
る
な
と
い
い
た

く
な
り
ま
す
▼
飯
能
河
原
に

つ
く
ら
れ
て
い
る
一
千
百
四

十
八
万
円
の
ト
イ
レ
に
、
お

金
の
使
い
道
が
ち
が
う
の
で

は
な
い
か
と
怒
っ
て
い
る
人

も
い
ま
す
。
兆
や
億
の
話
を

し
て
い
る
と
金
銭
感
覚
が
マ

ヒ
し
て
し
ま
う
の
で
は
な
い

か
と
思
う
こ
と
し
き
り
で
す
。
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妊
婦
健
診
、
臨
時
保
育
士

処
遇
改
善
な
ど
盛
り
込
ま
れ
る

市
政
に
対
す
る
一
般
質
問

０８年度予算案



市
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
消
防
業
務
に
つ
い
て
、
飯

能
市
は
日
高
市
と
西
部
広
域

消
防
組
合
を
構
成
し
、
広
域

行
政
で
行
っ
て
い
ま
す
が
、

埼
玉
県
が
広
域
化
の
目
標
と

し
て
、
県
内
を
７
区
域
に
分

割
し
、
再
編
す
る
方
向
で
、

「
２
０
１
２
年
の
実
現
を
目

指
す
」
方
針
を
明
ら
か
に
し
、

飯
能
市
は
日
高
市
だ
け
で
な

く
、
入
間
、
狭
山
、
所
沢
ま

で
の
広
域
化
を
検
討
し
て
い

る
こ
と
が
議
員
全
員
協
議
会

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

飯
能
地
域
は
、
１
９
３
・

１
６
平
方
キ
ロ
に
も
及
ん
で

お
り
、
東
西
２
４
・
５
km

南
北
１
６
・
８
km
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。

分
署
縮
小
の
懸
念
が

広
域
化
の
目
的
は
、
「
装

備
の
充
実
、
本
部
機
能
の
強

化
」
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
現
実
に
、
消
防
の

広
域
化
に
よ
っ
て
、
地
域
の

消
防
力
が
一
体
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
、
と
い
う
大
き
な

問
題
が
あ
り
ま
す
。
消
防
本

部
が
広
域
化
さ
れ
て
一
体
ど

う
な
る
の
か
が
ほ
と
ん
ど
検

討
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

飯
能
地
区
は
、
管
内
に
飯

能
日
高
本
部
と
稲
荷
、
吾
野
、

名
栗
の
３
分
署
を
配
備
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
が
広
域
化
に
な
っ
て
、

消
防
の
効
率
化
を
口
実
に
、

現
在
の
３
分
署
体
制
が
、
万

が
一
縮
小
さ
れ
る
よ
う
な
こ

と
に
な
れ
ば
、
火
災
や
救
急

な
ど
の
場
合
に
一
体
ど
の
よ

う
に
な
る
の
か
。
本
部
機
能

は
充
実
さ
れ
て
も
広
大
な
地

域
の
飯
能
市
民
に
と
っ
て
は
、

極
め
て
深
刻
な
問
題
で
す
。

対
応
力
低
下
が
懸
念

消
防
広
域
化
に
よ
っ
て
、

災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
あ

る
い
は
救
急
車
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
に
、
そ
の
対
応
力
が

大
幅
に
低
下
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

住
民
に
と
っ
て
、
こ
う
し

た
切
実
、
深
刻
な
問
題
は
何

一
つ
検
討
さ
れ
ず
、
も
っ
ぱ

ら
消
防
広
域
化
の
計
画
だ
け

が
進
行
し
て
い
ま
す
。

２
月
６
日
の
広
域
議
会
で

の
山
田
利
子
議
員
の
質
問
に
、

沢
辺
瀞
壱
市
長
は
「
日
高
市

と
も
協
議
し
て
広
域
化
に
積

極
的
に
取
り
組
み
た
い
」
と

答
弁
し
て
い
ま
す
。

国
の
狙
い
は
、
市
町
村
合

併
と
同
様
に
財
政
支
出
の
削

減
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で

す
。

社
会
福
祉
協
議
会
主
催
の

「
１
９
年
度
飯
能
市
社
会
福

祉
大
会
」
が
２
３
日
、
飯
能

市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
会
は
日
頃
の
活
動
の
労
苦

に
た
い
す
る
表
彰
と
市
民
の

福
祉
意
識
の
啓
発
を
目
的
に

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
部
の
表
彰
は
、
会
長
表

彰
は
杉
田
和
美
さ
ん
（
民
生

委
員
）
和
田
浩
さ
ん
（
保
護

司
）
土
屋
保
三
さ
ん
（
遺
族

会
）
山
岸
和
子
さ
ん
（
更
生

保
護
女
性
会
）
団
体
は
食
事

会
に
ん
じ
ん
、
飯
能
お
も
ち
ゃ

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
。
個
人
は
７
年
以
上
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
貢
献
者
２
５
人
。

寄
付
し
た
団
体
・
個
人
に
は

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

２
部
は
加
治
中
学
校
の
福

祉
委
員
会
が
取
り
組
ん
で
き

た
活
動
を
２
年
、
３
年
生
の

生
徒
が
紹
介
の
、
盲
導
犬

「
ク
イ
ー
ル
」
の
上
映
が
あ

り
ま
し
た
。

２００８年３月２日 ＮＯ．１６１２

所
沢
・
狭
山
・
入
間
ま
で
の
広
域
に

消
防
広
域
化
は
対
応
力
低
下
に

俳
句

春
闘
の
怒
り
の
拳
に
大
き

こ
ぶ
し

月

新
谷
龍
三

川
柳

●

国
民
は
目
に
入
ら
な
い

イ
ー
ジ
ス
艦

●

９
０
分
か
け
て
防
衛
事

故
隠
し

●

漁
民
の
捜
索
悲
し
親
子

船
●

記
者
会
見
事
実
隠
ぺ
い

二
度
三
度

●

責
任
は
現
場
の
ミ
ス
と

尻
尾
切
る

●

こ
の
怒
り
政
治
を
変
え

る
大
津
波

永
田
一
夫

地域に根ざした安全で豊かな給食を
－手づくりの自校給食を守るために－

３月29日（土）午後１時３０分～４時
飯能中央公民館ホール

基調講演 布川未来さん

横浜市従･前学校給食支部書記長／前自治労連

給食委員会事務長

他に教員、栄養士、調理

員、農家からの報告予定。

主催：

飯能市子どものための豊かな給食を考える会

２
５
日
に
開
か
れ
た
議
員

全
員
協
議
会
に
、
昨
年
か
ら

宮
沢
湖
畔
で
行
な
わ
れ
て
い

た
ボ
ー
リ
ン
グ
作
業
で
ア
ル

カ
リ
性
単
純
温
泉
が
毎
分
６

４
・
９
Ｌ
湧
出
し
た
事
が
確

認
さ
れ
、
温
浴
施
設
や
休
憩

施
設
を
建
設
す
る
計
画
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

開
発
業
者
は
東
京
都
渋
谷

区
に
事
務
所
を
お
く
（
株
）

サ
ン
フ
ジ
企
画
、
関
東
一
円

で
１
８
店
舗
の
温
泉
を
経
営

す
る
事
業
者
で
、
近
隣
で
は

所
沢
、
昭
島
に
店
舗
が
あ
り

ま
す
。

開
発
予
定
地
は
宮
沢
湖
駐

車
場
西
側
に
隣
接
す
る
約
９

９
８
４
㎡
で
、
大
浴
場
、
露

天
風
呂
、
岩
盤
浴
な
ど
の
温

浴
棟
と
食
事
処
や
リ
ラ
ッ
ク

ス
ス
ペ
ー
ス
の
休
憩
棟
な
ど

延
床
面
積
１
９
５
０
㎡
の
建

設
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

飯
能
店

の
仮
称
は

「
湯
楽
の

里
」
来
年

春
の
開
業

を
目
指
し
て
お
り
、
営
業
時

間
午
前
９
時
～
深
夜
１
時
、

料
金
は
大
人
１
３
０
０
円
が

予
定
さ
れ
て
お
り
、
月
平
均

２
万
人
、
年
間
２
５
万
人
の

利
用
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

飯
能
市
で
は
「
さ
わ
ら
び

の
湯
」
の
運
営
が
４
月
か
ら

指
定
管
理
者
へ
移
行
さ
れ
ま

す
が
、
入
場
者
に
少
な
か
ら

ず
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に

社
会
福
祉
大
会
開
か
れ
る

宮沢湖に温泉施設

来年４月オープン予定


